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大マゼラン雲は銀河系とは異なる環境下における星形成過程を調べるだけでなく、その位置的利点も合わせると
大質量星 (およびその星団)形成の理解において極めて重要な位置付けにある。特に本研究対象のN159W-North
領域 MMS-2 はサイズが 1 pc程度、総質量が∼104M⊙、ピーク柱密度が∼1024 cm−2とその他の領域と比べても
特異的に巨大な高密度クランプであり、大質量 (∼100M⊙)の星あり/星なしコアを複数内包することから、巨大
星団に進化する初期段階を調べる上で重要天体である (Tokuda et al. 2022)。大マゼラン雲 30個の大質量星原始
星に付随するALMA観測 (田中他 2022 年春季年会, 原田他本年会)のHCO+(4–3) データを用いて、我々は上記
MMS-2の星形成に直結する高密度領域 (n(H2)≳105 cm−3)の物理的性質の理解を深めるためのケーススタディー
を行った。大質量原始星が付随する分子雲コアMMS-2a/bとMMS-2dは互いに 0.6 pc程度離れており、システ
ム速度の差が ∼3 km s−1程度の別々のフィラメント状分子雲が付随していることを確認した。両者ともヘッド–
テール構造を有しており、原始星が南側の “ヘッド ”の部分に位置する。これらの空間構造はより大きいスケー
ル (30 pc)で明らかになっていたCO分子雲の特徴とも定性的に酷似していること、典型的なサイズ–線幅関係で
予想される線幅よりも優位に大きい速度差をもつ高密度領域が存在することから、星団形成に至る前段階で密度
とスケールが異なる階層的かつ複数の速度を持つフィラメント分子雲が形成されると考えられる。


